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戦略的国際科学技術協力推進事業（日本－イスラエル研究交流） 

 

１． 研究課題名：「センダイビールスベクターを用いたヒト多能性幹細胞から 

血管血液細胞の大量生産」 

２．  研究期間：平成 22年 1月～平成 25年 3月 

３．  支援額： 総額 14,350,000 円 

４．  主な参加研究者名： 

日本側（研究代表者を含め６名までを記載） 

 氏名 所属 役職 

研究代表者 西川 伸一 理化学研究所・発生再生科

学総合研究センター 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨﾚ

ｸﾀｰ 

研究者 花園 豊 自治医科大学 教授 

研究者 藤城 修平 自治医科大学 ポスドク 

研究者 阿部 朋介 特別研究学生  

研究者 房木 ノエミ ディナベック株式会社 研究主任 

研究者 川真田伸 神戸市先端医療財団 グループデ

ィレクター 

参加研究者 のべ  ６ 名 

 

相手側（研究代表者を含め６名までを記載） 

 氏名 所属 役職 

研究代表者 Joseph Itsko

vitz-Eldor 

ランバン医学センター 教授 

研究者 A.D. Oakrin Technion 主任研究員 

研究者 M.Amit Technion 主任研究員 

研究者    

参加研究者 のべ   3 名 

 

５．研究・交流の目的 

  ２つの目的があります。 

 一つは、ヒト ES細胞の浮遊培養法という画期的技術の開発に成功したイスラエルと、iPS

細胞から血管、血液への分化についての基礎研究蓄積、およびゲノムに組み込まれない日

本独自の技術センダイビールスベクター技術を相互に導入し合う事です。ただ、この効果

が現れるのは決して短期の事ではないと思っています。 

 もう一つは、当然の事ですが、iPS細胞が多能性幹細胞研究のほぼ全てを占めるようにな

り、ヒト ES細胞を用いる研究がほとんど行われなくなった日本と、ユダヤ教の教義により

ES細胞に倫理的問題が全く存在しないため、今後も ES細胞研究が中心的役割を果たすイス

ラエルとは相互に補い合うパートナーとして連携するべきと考えるからです。 

 



 ２ 

 

６．研究・交流の成果 

 ６－１ 研究の成果 

  交流の結果が本当の共同研究につながるのはずっと先の事だと考えています。従って、

交流を深めながらも研究はそれぞれが個別に行いました。日本側は、iPSから血管血液の分

化誘導に、センダイビールスベクターを利用して最終的に大量培養まで持っていけないか

考えて研究しています。西川らは、マウスモデルで初期はいから血管・血液に分化が決定

される過程を研究し、Etv2 がマスター遺伝子として働く事を示しました。この結果を受け

て、川真田、房木、花園は、ヒト iPS細胞やブタ ES細胞で、この遺伝子を導入するとこれ

まで効率の悪かった血管、血液への分化が促進されるかを調べてきました。残念ながら、

これについては良い条件を見つけるところまでには至っていません。 

  この研究と平衡して川真田、房木、花園は、イスラエル側の大量培養法を導入する準

備としてヒトやブタ iPS 細胞をより未熟な培養しやすい条件で飼えないかを検討していま

す。花園は、ブタ細胞で、ナイーブ細胞と呼ぶ未熟な段階の細胞培養法を開発し、その細

胞が胎児の中で他の細胞と同じように発せ出来る可能性を示しました。 

 

 ６－２ 人的交流の成果 

  研究代表者である西川は２４年度で第一線を退きます。これまで、戦略的観点からイ

スラエルとの連携の重要性を認識し、西川は個人的にイスラエル研究者とのパイプをつな

いで来ました。今後もこのパイプを絶やさないためには、次世代の人々にイスラエルを紹

介し、パイプを維持してもらわなければなりません。今回の事業を通し参画メンバーや、

他の関連する研究者、企業にイスラエルを紹介し、今後も長期的なパイプが維持できるよ

うにした点が一番重要だと思っています。交流してみると、イスラエルの浮遊培養法は単

一細胞浮遊液として培養を行う究極の地点まで到達している事を知りました。一方、我々

の培養法開発はそれを利用するところまでは来ていないので、日本の他の研究者や企業を

紹介しました。１社は既に社員を派遣する関係まで進んでいます。 

 

７．主な論文発表・特許等（５件以内） 

相手側との共著論文については、その旨を備考欄にご記載ください。 
論文 
or 

特許 

・論文の場合： 著者名、タイトル、掲載誌名、巻、号、ページ、発行年 
・特許の場合： 知的財産権の種類、発明等の名称、出願国、出願日、 

出願番号、出願人、発明者等 
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